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通
算
二
年
の
オ
レ
ゴ
ン
生
活
を
振
り
返
っ
て

に
わ
か
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
の
雑
記
帳･

番
外
編
　
　
佐
　
藤
　
克
　
廣

　
通
算
二
年

　

筆
者
は
、
一
九
九
四
年
六
月
～
一
九
九
五
年
六
月
、

二
〇
〇
八
年
八
月
～
二
〇
〇
九
年
二
月
、
二
〇
一
一
年
八

月
～
二
〇
一
二
年
二
月
と
通
算
二
年
間
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
市
南
の
郊
外
に
滞
在
し
た
。
後
半
の
通
算
一
年

間
に
つ
い
て
は
、
本
誌
に
毎
月
時
々
の
話
題
を
連
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
一
二
回
の
連
載
、
特
に
二
〇
一
一
年
九
月
号

か
ら
は
各
月
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
オ
レ
ゴ
ン

州
の
様
子
を
紹
介
し
て
き
た
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
中
で

触
れ
な
か
っ
た
日
常
生
活
面
の
こ
と
や
テ
ー
マ
設
定
か
ら

も
れ
た
話
題
を
「
番
外
編
」
と
し
て
ま
と
め
た
い
。

　
あ
な
ど
れ
な
い
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
は
札
幌
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
が

五
〇
年
を
超
え
る
市
で
あ
る
。
姉
妹
提
携
当
時
は
、
札
幌

市
も
人
口
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
札
幌
市
の
人
口
（
や
面
積
）
が
増
え
て
、
札
幌
市

と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
と
は
規
模
や
格
が
違
う
と
い
う
意
識

が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州
で
は
、
日
本
の
よ
う
な
大
規
模

な
市
の
合
併
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
周
辺
の
郊

外
地
域
の
人
口
が
増
え
、
都
市
的
設
備
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
、
そ
の
地
域
は
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
（
市
と
し
て

独
立
）
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
統
計
で
は
、「
大
都
市
圏
」

と
し
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
都
市
圏
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市

圏
な
ど
、
中
心
市
周
辺
自
治
体
も
含
め
た
と
ら
え
方
を
す

る
。
札
幌
周
辺
に
当
て
は
め
る
な
ら
、
小
樽
市
も
江
別
市

も
恵
庭
市
や
千
歳
市
も
札
幌
都
市
圏
と
し
て
統
計
上
処
理

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
る
と
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
都
市
圏
は
札
幌
都
市
圏
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
と
考
え
て

問
題
な
い
。

　

ま
た
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
人
口
は
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
や

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
で
有
名
な
オ
レ
ゴ
ン
州
北
隣
の

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
よ
り
も
わ
ず
か
に
多
い
。

二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市

の
人
口
は
、
五
八
万
三
七
七
六
人
で
あ
り
、
一
方
シ
ア
ト

ル
市
は
五
六
万
三
三
七
四
人
で
あ
る
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市

の
方
が
二
万
人
ほ
ど
人
口
が
多
い
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の

面
積
は
三
五
七
平
方
㎞
（
山
を
含
む
）、
シ
ア
ト
ル
市
の

面
積
は
二
三
五
平
方
㎞
（
水
面
を
含
む
）
で
あ
り
、
面
積

で
も
シ
ア
ト
ル
市
よ
り
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
方
が
広
い
。

　

以
下
で
は
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市
圏
を
総
称
し
て「
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
」
と
記
載
す
る
。
特
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
に
限

定
さ
れ
る
話
題
に
つ
い
て
は
「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
」
と
記

載
す
る
。

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
芸
術
文
化

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
注
目
す
べ
き
は
芸
術
文
化
面
の
充
実

度
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
に
設
立
さ
れ
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

で
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、
全
米
で
も
屈
指
の
交
響
楽
団

で
あ
る
オ
レ
ゴ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
定

期
公
演
を
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
土
曜
、
日
曜
、
月
曜
連
続

で
演
奏
す
る
チ
ク
ル
ス
を
月
平
均
二
回
、
そ
の
他
に
イ

ツ
ァ
ー
ク
・
パ
ー
ル
マ
ン
、
ル
ネ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
な
ど
超

有
名
演
奏
家
を
招
い
た
公
演
、
青
少
年
向
け
の
公
演
を

行
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
『
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
』
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
・
プ
リ
ー
ス
ト
が

長
く
音
楽
監
督
を
し
て
い
た
。
彼
と
の
い
く
つ
か
の
録
音

は
、マ
ニ
ア
の
間
で
は
賞
賛
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
は
、
現
在
の
音
楽
監
督
カ
ル
ロ

ス
・
カ
ル
マ
ー
と
と
も
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
演
奏
を

行
い
好
評
を
博
し
、
そ
れ
と
同
一
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
録
音

し
た
Ｃ
Ｄ
は
、
全
米
ビ
ル
ボ
ー
ド
チ
ャ
ー
ト
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
部
門
に
地
方
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
は
珍
し
く
掲
載
さ

れ
た（
１
）
。

　

な
お
、
オ
レ
ゴ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
首

席
奏
者
は
日
本
人
で
、
毎
回
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ

て
く
れ
る
。
二
〇
一
一
年
シ
ー
ズ
ン
は
空
席
だ
っ
た
フ

ル
ー
ト
首
席
奏
者
に
一
〇
〇
人
を
超
え
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
末
、
弱
冠
二
二
歳
の
女
性
を
登
用
し
た
こ
と
も
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
岩
崎
潤
（
チ
ェ
リ
ス

ト
岩
崎
洸
の
子
息
）
が
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
人
気
を

博
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
別
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
移
籍
し
た
た
め（
２
）
、
現
在
主
席
コ
ン
サ
ー
ト
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マ
ス
タ
ー
が
空
席
に
な
っ
て
い
る
の
が
少
々
残
念
で
あ
る
。

　

オ
レ
ゴ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
ま
た
、
ポ
ッ
プ
ス
専
門

の
専
属
指
揮
者
を
擁
し
て
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

し
て
も
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
ク
リ

ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
（
オ
レ
ゴ
ン
州
出
身
）、
由
紀
さ
お
り
を

ア
メ
リ
カ
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
有
名
な
ピ
ン
ク
・
マ

テ
ィ
ー
ニ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
拠
点
と
す
る
多
民
族
的

ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
）、
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
（
ピ

ア
ノ
）等
有
名
演
奏
家
と
の
共
演
の
ほ
か
、フ
ォ
ン
ト
ラ
ッ

プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
（『
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の

も
と
に
な
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
孫
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
）
と

の
共
演
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
腕

前
を
披
露
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ほ
か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
分
野
で

は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
も
定
期
的
に
公
演
を
行
っ
て

い
る
。
二
〇
一
一
年
～
一
二
年
の
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
「
蝶
々

夫
人
」
な
ど
の
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
オ
レ
ゴ
ン
バ
レ
エ

シ
ア
タ
ー
も
、年
末
恒
例
の「
く
る
み
割
り
人
形
」の
ほ
か
、

ビ
ゼ
ー
の
作
曲
で
有
名
な
「
カ
ル
メ
ン
」（
も
と
は
バ
レ
エ

音
楽
と
し
て
作
曲
）
や
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
作
曲
の

「
ペ
ト
ル
ー
シ
ュ
カ
」、
ア
ド
ル
フ
・
ア
ダ
ン
作
曲
の
「
ジ

ゼ
ル
」
な
ど
意
欲
的
な
公
演
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ち
な

み
に
オ
レ
ゴ
ン
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー
の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
に
は

日
本
人
女
性
も
お
り
、
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

ポ
ッ
プ
ス
音
楽
分
野
に
目
を
移
す
と
、
毎
年
二
月
に
は

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
る
。

音
楽
家
と
し
て
は
、
前
述
の
ク
リ
ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
を
輩
出

し
て
い
る
ほ
か
、
ピ
ン
ク
・
マ
テ
ィ
ー
ニ
の
主
催
者
ト
ー

マ
ス
・
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
そ
の
他
が
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ
プ
ス
グ
ル
ー
プ
が
ホ
ー
ル
や

バ
ー
で
演
奏
し
て
い
る
。
筆
者
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
分
野

に
は
疎
い
の
で
、詳
細
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

ミ
ニ
コ
ミ
誌
や
新
聞
な
ど
を
見
る
限
り
、
こ
の
分
野
で
も

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
音
楽
界
の
水
準
は
高
い
。

　

在
外
研
修
先
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
は
音
楽
学

部
も
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
分
野
の

教
員
も
お
り
、
教
員
た
ち
の
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
が
教
会
で

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

音
楽
分
野
以
外
の
舞
台
芸
術
で
は
、
児
童
文
学
作
品
な

ど
子
ど
も
向
け
の
演
劇
を
専
門
と
す
る
「
オ
レ
ゴ
ン
子
ど

も
劇
場
」（O

regon C
hildren's Theatre

）、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
「
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
」、
人
形
劇

の
「
喜
び
の
涙
劇
場
」（Tears of Joy Theatre

）、「
ボ
デ
ィ

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
現
代
舞
踊
団
」（B

odyVox C
ontem

porary 
D

ance C
om

pany

）
や
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
」（W

hite 
B

ird

）
な
ど
の
現
代
バ
レ
エ
、
各
種
演
劇
団
体
が
定
期
的

に
公
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
公
演
は
、
ア
ー
レ
ー
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー

ホ
ー
ル
（
二
七
七
六
席
の
音
楽
公
演
専
門
ホ
ー
ル
）、
ケ

ラ
ー
・
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
（
二
九
九
二
席
の
バ
レ
エ
や

オ
ペ
ラ
公
演
用
ホ
ー
ル
）、
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
・
シ
ア
タ
ー

（
八
八
〇
席
の
こ
ど
も
劇
場
な
ど
演
劇
や
ジ
ャ
ズ
公
演
用

ホ
ー
ル
）
な
ど
、
三
つ
の
建
物
の
五
つ
（
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

アーレーン・シュニッツァー・ホールの内部

ケラー・オーディトリアム
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や
歴
史
博
物
館
が
そ
れ
な
り
の
威
容
を
誇
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
見
て
も
、
お
そ
ら
く
は
水
準
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
ア
パ
ー
ト

　

わ
が
大
学
の
制
度
で
は
、
六
カ
月
間
の
滞
在
で
は
経
費

を
す
べ
て
負
担
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
相
当

な
持
ち
出
し
に
な
る
。
今
回
は
、
大
学
の
旅
費
計
算
上
の

経
費
（
航
空
運
賃
は
安
売
り
航
空
券
の
実
費
で
計
算
）
の

半
額
以
下
の
み
滞
在
費
給
付
を
受
け
た
。
し
た
が
っ
て
、

け
ち
け
ち
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

け
ち
け
ち
生
活
の
第
一
は
、
ア
パ
ー
ト
代
を
け
ち
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
オ
レ
ゴ
ン
州
で
も
、
不
況
に
よ
り
一
戸

建
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
破
産
が
多
く
、
不
動
産
市
況
は
低
迷

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
料
も
低

下
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
戸
建

て
住
宅
に
夢
を
託
し
た
人
び
と
が
不
況
に
よ
り
住
宅
を
手

放
し
、結
局
ア
パ
ー
ト
入
居
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、

需
要
と
供
給
の
関
係
か
ら
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
料
は
下
が
る

ど
こ
ろ
か
、
貸
し
手
相
場
と
も
言
え
る
状
態
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
借
り
た
ア
パ
ー
ト
は
、
い
っ
た
い
築
何
年

な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
な
古
い
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
。
家

賃
も
し
た
が
っ
て
、
近
隣
の
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
相
場
よ
り

ト
・
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ホ
ー
ル
に
は
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
・

シ
ア
タ
ー
の
ほ
か
二
つ
の
小
ホ
ー
ル
が
あ
る（
３
）
）
の
公
立

文
化
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
内
の
各
種
ホ
ー

ル
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

五
つ
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の

所
有
で
、
管
理
は
、
一
九
九
〇
年
以
降
、
メ
ト
ロ
（
広

域
自
治
体
）
の
「
博
覧
・
余
暇
委
員
会
」（M

etropolitan 
Exposition-R

ecreation C
om

m
ission

）が
行
っ
て
い
る（
４
）。

こ
の
委
員
会
は
、
メ
ト
ロ
が
任
命
し
た
任
期
四
年
の
七
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
運
営
は
、「
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
財
団
」（Portland C

enter 
for the Perform

ing A
rts Foundation: PC

PA
）
と
い
う

非
営
利
団
体
が
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
芸
術
分
野
で
次
世

代
を
育
て
る
努
力
も
な
さ
れ
て
お
り
、
後
進
の
指
導
に
も

余
念
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
、

「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ユ
ー
ス
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」（The 

Portland Youth Philharm
onic

）
が
プ
ロ
を
目
指
す
一
〇

代
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
意
欲
的
な
公
演
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
バ
レ
エ
」、「
オ

レ
ゴ
ン
子
ど
も
劇
場
」
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
若
手
育
成
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
運
営
資
金
の
多

く
は
、
企
業
や
市
民
の
寄
付
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
市

や
カ
ウ
ン
テ
ィ
も
そ
れ
な
り
の
資
金
供
出
を
行
っ
て
い
る
。

　

絵
画
・
彫
刻
な
ど
の
芸
術
分
野
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は

ま
っ
た
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
見
る
こ
と
は
な
い
し
、
見

識
も
な
い
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

さ
ま
ざ
ま
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
も
っ
と
も
有
名
な

の
は
「
ポ
ー
ト
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
、
銅
像
と
し

て
は
全
米
で
自
由
の
女
神
の
次
に
大
き
い
と
さ
れ
る
女
性

像
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
ま
た
美
術
館

ポートランディア

ポートランド市内歩道の彫刻
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は
安
い
。
し
か
し
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
二
つ
と
台
所
、
居

間
、
バ
ス
ル
ー
ム
と
、
外
に
パ
テ
ィ
オ
の
つ
い
た
ア
メ
リ

カ
の
標
準
的
な
二
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
言
わ
れ
る
部
屋
は
入

居
者
が
変
わ
る
ご
と
に
壁
を
塗
り
替
え
て
い
る
の
か
、
内

部
は
白
い
壁
で
そ
れ
ほ
ど
み
す
ぼ
ら
し
い
感
じ
は
し
な
い

し
、
六
カ
月
と
い
う
短
期
間
三
人
で
住
む
に
は
十
分
な
広

さ
が
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
小
学
生
の
子
ど
も
一
人
と
夫
婦
の
三
人
な

の
で
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
は
一
つ
あ
れ
ば
十
分
と
考
え
て
い

た
の
だ
が
、
法
の
規
制
に
よ
り
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
一
つ
あ

た
り
二
人
ま
で
し
か
貸
せ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
二
〇
〇
八
年
に
あ
ち
こ
ち
の
ア
パ
ー
ト
を
見
て
歩
い

た
と
き
一
様
に
管
理
人
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
三
人
だ
と

二
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
部
屋
を
借
り
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
長
期
滞
在
な
ら
と
も
か
く
、
六
カ
月
の
短
期
滞
在
で

は
な
る
べ
く
帰
国
時
の
荷
物
は
増
や
さ
な
い
よ
う
に
暮
ら

す
。
広
々
と
し
た
暮
ら
し
に
慣
れ
る
と
、
帰
国
後
の
わ
が

住
環
境
の
悪
さ
を
ひ
と
し
お
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
九
四
年
に
最
初
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
来
て
一
年
滞

在
し
た
時
は
、
今
回
よ
り
も
さ
ら
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら

離
れ
た
ト
ゥ
オ
ラ
タ
ン
（Tualatin

）
市
の
郊
外
の
立
派

な
ア
パ
ー
ト
を
紹
介
さ
れ
、
一
目
で
気
に
入
り
そ
こ
に
一

年
間
滞
在
し
た
。
ほ
と
ん
ど
大
規
模
団
地
の
よ
う
な
ア

パ
ー
ト
で
、
敷
地
内
に
屋
外
と
は
言
え
、
プ
ー
ル
が
二
つ

も
あ
り
、
部
屋
に
は
薪
を
た
け
る
暖
炉
も
つ
い
て
い
て
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ェ
イ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
た
。

二
〇
〇
八
年
に
来
た
と
き
に
も
一
応
そ
の
ア
パ
ー
ト
も
見

に
行
っ
て
み
た
が
、
建
物
は
そ
の
ま
ま
な
の
に
、
賃
貸
料

は
一
・
六
倍
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
市
内
や
小
学
校
が
遠
い
た
め
、
い
ち
早
く
検
討
対
象
か

ら
外
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
と
今
回
は
、
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
滞
在
し
た

が
、
二
〇
〇
八
年
に
こ
の
ア
パ
ー
ト
を
見
つ
け
た
き
っ
か

け
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
無
料
で
お
い
て
あ
る
ア
パ
ー
ト

情
報
誌
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
安
い
と
こ
ろ
に
い
く
つ
か

目
星
を
つ
け
、
書
い
て
あ
る
住
所
を
頼
り
に
現
地
に
行
っ

て
み
て
、
周
辺
の
環
境
、
ア
パ
ー
ト
の
雰
囲
気
、
そ
し
て

最
も
気
に
な
る
お
値
段
を
見
て
決
め
た
。
こ
の
ア
パ
ー
ト

は
情
報
誌
を
見
た
段
階
で
は
第
一
の
候
補
で
あ
っ
た
が
、

最
初
に
来
た
と
き
は
外
見
の
古
さ
に
管
理
人
に
会
い
も
し

な
い
で
退
散
し
、
別
の
い
く
つ
か
の
ア
パ
ー
ト
を
見
に

行
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
帯
に
短
し
た
す
き
に
長

し
、
外
見
の
良
い
ア
パ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
家
賃
も
高
く
、

さ
ら
に
最
低
居
住
月
数
を
一
〇
カ
月
以
上
に
設
定
し
て
い

る
な
ど
条
件
が
合
わ
ず
、
安
い
ア
パ
ー
ト
は
周
辺
環
境
も

ア
パ
ー
ト
内
の
雰
囲
気
も
悪
か
っ
た
の
で
、
結
局
書
類
審

査
で
一
番
だ
っ
た
こ
の
ア
パ
ー
ト
に
舞
い
戻
り
、
管
理
人

と
会
い
入
居
を
決
め
た
。

　

子
ど
も
連
れ
だ
と
、
学
校
教
育
の
水
準
も
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
誌
二
月
号
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
市
内
の
教
育
水
準
は
平
均
す
る
と
低
く
、
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
市
南
の
郊
外
地
域
が
比
較
的
教
育
水
準
が
高
い
。

た
だ
し
、
公
立
学
校
の
教
育
水
準
が
高
い
と
こ
ろ
は
、
不

動
産
価
格
や
ア
パ
ー
ト
家
賃
も
高
く
な
る
の
で
、
こ
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
存
外
難
し
い（
５
）
。

アパートの外観

アパートのキッチン。流しのところには必ず窓があるのがアメリカ仕様。
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ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
来
て
か
ら
二
週
間
後
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

こ
の
ア
パ
ー
ト
に
は
、
見
る
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
八
年
に

来
た
と
き
す
で
に
住
ん
で
い
た
中
国
系
男
性
と
わ
ず
か
の

白
人
、
黒
人
が
住
ん
で
い
る
ほ
か
は
、
ラ
テ
ィ
ー
ノ
（
南

米
出
身
な
い
し
南
米
出
身
者
を
祖
先
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
語

を
話
す
住
民
）が
入
居
者
の
大
多
数
を
占
め
る
。ラ
テ
ィ
ー

ノ
系
住
民
が
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
全
国
的
傾

向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
パ
ー
ト
の
古
さ
の
た
め
な
の
か
ど
う
か
は
不
明

だ
が
、
電
気
の
差
し
込
み
口
の
い
い
加
減
さ
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
掃
除
機
な
ど
同
じ
電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
を

差
し
込
ん
で
も
き
ち
ん
と
収
ま
る
差
し
込
み
口
と
、
き
ち

ん
と
収
ま
ら
ず
く
た
く
た
し
て
す
ぐ
に
抜
け
る
差
し
込
み

口
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
の

方
も
い
い
加
減
で
、
あ
る
電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
が
き
ち
ん

と
収
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
差
し
込
み
口
に
別
の

電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
が
き
ち
ん
と
収
ま
る
と
は
限
ら
な

い
。
わ
れ
わ
れ
夫
婦
の
よ
う
な
か
な
り
い
い
加
減
な
性
格

の
人
間
で
な
け
れ
ば
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ

る
。
も
っ
と
も
、
う
っ
か
り
火
災
や
感
電
を
引
き
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
か
な
り
神
経
を
使
っ
た
。

　

ア
パ
ー
ト
全
体
で
は
六
〇
以
上
の
部
屋
が
あ
る
が
、
部

屋
の
中
に
は
洗
濯
機
・
乾
燥
機
は
な
く
、
共
同
の
洗
濯
機
・

乾
燥
機
置
き
場
が
三
カ
所
ほ
ど
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

　

前
述
の
よ
う
に
、
安
い
ア
パ
ー
ト
に
は
室
内
に
洗
濯
設

備
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ア
パ
ー
ト
内
に
何
カ
所
か
置

か
れ
て
い
る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
使
う
こ
と
に
な
る
。

洗
濯
は
、
ア
パ
ー
ト
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は

も
っ
ぱ
ら
車
で
五
分
ほ
ど
の
近
く
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

を
使
っ
た
。
理
由
は
、
け
ち
け
ち
生
活
の
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ア
パ
ー
ト
の
共
同
洗
濯
機
よ
り
安
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
火

曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日
の
週
三
日
間
は
乾
燥
機
使
用
料

が
無
料
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
す
が
に
洗
濯
す
べ
て
を

こ
れ
ら
の
日
に
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
乾
燥
機

が
有
料
の
曜
日
に
一
回
、
無
料
の
曜
日
に
一
回
の
洗
濯
を

し
て
い
た
。
乾
燥
機
が
有
料
の
曜
日
は
お
客
さ
ん
は
少
な

い
。
し
か
し
、
無
料
の
曜
日
は
、
多
く
の
人
と
大
量
の
洗

　

二
〇
〇
九
年
に
こ
の
ア
パ
ー
ト
を
出
る
際
に
は
、
意
外

に
も
管
理
人
や
何
人
か
の
住
民
に「
も
う
い
な
く
な
る
の
。

寂
し
い
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
来
る
と
き
に
は
絶
対
ま
た
こ

こ
に
来
て
ね
。」と
言
わ
れ
た
の
だ
が
、そ
の
時
は
、表
だ
っ

て
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
も
う
来
な
い
の
は
確
実
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
人
生
は
わ
か
ら
な
い
。
今
回
は
、
面

倒
な
の
で
部
屋
が
空
い
て
い
た
ら
同
じ
と
こ
ろ
に
し
よ
う

と
考
え
、
渡
米
前
の
八
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
と
こ
ろ
、
九
月
初
め
に
部
屋
が
空
く
と
い
う
情
報
を
見

つ
け
、
直
ち
に
管
理
人
に
メ
ー
ル
を
書
き
、
ア
メ
リ
カ
到

着
前
に
入
居
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
、
ア
パ
ー
ト
探
し

の
面
倒
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
ア
パ
ー
ト
入
居
は
、

家庭のゴミを収集するゴミ収集車。ゴミポッドを自動で持ち上げる。
運転手は通常車を降りない。

ずらりと並んだコインランドリーの洗濯機
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濯
物
で
ご
っ
た
返
す
。

　

こ
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
た
ま
に
白
人
や
東
洋
系
の

人
を
見
か
け
る
も
の
の
、
も
ち
ろ
ん
日
本
人
に
は
一
度
も

あ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
人
た

ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
の
共
通
語
は
ス
ペ
イ

ン
語
。
残
念
な
が
ら
ス
ペ
イ
ン
語
は
全
く
わ
か
ら
な
い
の

で
、
何
を
話
し
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
っ
た
が
、
あ
る
意

味
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
と
言
え
た
。
特
に
話
す
こ
と
は
な

い
も
の
の
、次
第
に
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
が
増
え
て
く
る
。

た
ま
に
曜
日
を
違
え
て
行
っ
て
も
い
つ
も
見
る
人
が
い
た

り
す
る
。
混
雑
し
て
い
て
も
、
特
に
順
番
を
乱
す
こ
と
も

な
く
、
整
然
と
譲
り
合
い
な
が
ら
洗
濯
が
進
ん
で
い
く
。

集
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
の
見
た
目
か
ら
の
想
定
は
み
ご
と

に
覆
さ
れ
、
わ
が
身
の
了
見
の
狭
さ
に
恥
じ
入
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
大
量

の
洗
濯
物
を
車
に
積
ん
で
や
っ
て
く
る
。
い
っ
た
い
ど
こ

か
ら
そ
の
洗
濯
物
が
出
て
く
る
の
か
不
思
議
で
あ
っ
た
。

一
般
に
子
だ
く
さ
ん
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
衣
類
が
多

い
。
大
量
の
洗
濯
を
し
、
乾
燥
機
に
か
け
て
、
テ
ー
ブ
ル

の
上
で
綺
麗
に
服
を
た
た
ん
で
ボ
ッ
ク
ス
や
袋
に
入
れ
て

帰
っ
て
行
く
。
几
帳
面
だ
な
ぁ
と
感
心
す
る
。

　

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
に
限
ら
ず
、
こ
ち
ら
の
自
動
販
売

機
の
ほ
と
ん
ど
は
ク
ォ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
る
二
五
セ
ン
ト

硬
貨
し
か
使
え
な
い
。
一
度
の
洗
濯
が
一
ド
ル
二
五
セ
ン

ト
の
洗
濯
機
に
は
コ
イ
ン
を
五
個
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
大
き
い
洗
濯
機
だ
と
七
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
と
い
う
の

も
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
、
三
人
分
を
週
二
回
の
洗
濯
で
す

ま
そ
う
と
す
る
と
、
三
台
の
洗
濯
機
を
普
通
は
使
っ
て
い

た
。
そ
う
す
る
と
一
五
個
の
ク
ォ
ー
タ
ー
が
な
く
な
る
。

さ
ら
に
乾
燥
機
も
と
な
る
と
、
両
替
が
大
変
で
あ
る
。
両

替
機
が
ラ
ン
ド
リ
ー
に
は
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
一
二
月

末
ま
で
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
五
ド
ル
札
は
受
け
付
け
な
い

な
ど
い
い
加
減
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
両
替
機
が
入
れ
替
え

ら
れ
て
新
し
い
タ
イ
プ
で
も
両
替
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、一
ド
ル
札
は
盛
ん
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
も
の
（
日
本
の
お
札
の
よ
う
に
丈
夫
で
は
な

い
）
が
ほ
と
ん
ど
で
、
両
替
機
が
反
応
し
な
い
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
銀
行
で
両
替
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可

能
で
は
あ
る
が
、
面
倒
で
あ
る
。
こ
の
両
替
機
で
二
〇
ド

ル
札
を
両
替
す
る
と
二
五
セ
ン
ト
硬
貨
が
八
〇
個
出
て
く

る
。
さ
な
が
ら
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
で
大
当
た
り
し
た

よ
う
な
気
分
で
あ
る
。

　

ず
ら
り
と
並
ん
だ
乾
燥
機
の
中
の
あ
る
一
台
だ
け
は
、

通
常
二
五
セ
ン
ト
で
七
分
の
と
こ
ろ
、
硬
貨
一
枚
で
な
ぜ

か
三
〇
分
乾
燥
し
て
く
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
見
つ
け
た

の
は
偶
然
で
あ
る
が
、
乾
燥
機
が
有
料
の
時
は
一
台
は
そ

の
乾
燥
機
を
使
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。し
か
し
、

壊
れ
て
い
る
乾
燥
機
も
あ
る
か
ら
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
回
る
だ
け
で
暖
か
く
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

こ
ち
ら
が
得
す
る
い
い
加
減
さ
は
歓
迎
だ
が
、
損
す
る
い

い
加
減
さ
は
願
い
下
げ
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
み
れ
ば
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
五
セ
ン
ト
で
三
〇
分
の
乾
燥
機
は
一
二
月
末
に
は
修
理

さ
れ
て
、
他
と
同
じ
、
二
五
セ
ン
ト
あ
た
り
七
分
に
な
っ

こちらはコインランドリーの乾燥機

火・水・木は乾燥機無料を宣伝するコインランドリー
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て
し
ま
っ
た
。

　
ホ
テ
ル

　

滞
在
の
最
初
と
最
後
、
そ
れ
と
何
回
か
の
小
旅
行
で
は

ホ
テ
ル
を
使
う
こ
と
に
な
る
が
、
ホ
テ
ル
に
関
し
て
は
家

族
で
旅
行
す
る
場
合
、
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

安
上
が
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
で
は
も
と
も
と
は
広

い
部
屋
に
何
人
か
の
客
を
泊
め
る
と
い
う
旅
館
方
式
の
商

慣
習
が
継
続
し
、一
人
一
泊
何
円
と
計
算
す
る
の
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
大
部
屋
方
式
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
は

土
地
の
広
さ
を
反
映
し
て
ホ
テ
ル
代
が
安
い
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
個
室
方
式
を
反
映
し
て
、
一
部
屋
何
ド
ル
と
い

う
計
算
に
な
る
。

　

標
準
的
な
ホ
テ
ル
の
一
部
屋
は
、
ク
イ
ー
ン
サ
イ
ズ

ベ
ッ
ド
が
二
つ
と
バ
ス
・
ト
イ
レ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
た
い
て
い
は

キ
ン
グ
サ
イ
ズ
ベ
ッ
ド
が
一
つ
で
あ
る
。
二
ベ
ッ
ド
の
部

屋
な
ら
通
常
四
人
ま
で
泊
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
ホ
テ
ル
の

格
や
設
備
、
立
地
条
件
、
季
節
そ
の
他
に
よ
り
部
屋
代
は

千
差
万
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
人
で
泊
ま
っ
て
も
、
四

人
で
泊
ま
っ
て
も
同
じ
値
段
で
あ
る
。
一
人
で
旅
行
す
る

場
合
に
は
、
ホ
テ
ル
の
値
段
は
日
本
と
変
わ
ら
な
い
か
、

最
近
の
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
比
べ
る
と
む
し
ろ
割

高
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
家
族
で
旅
行
す
る
と
な
る
と
、
ま
さ
に
部
屋
代

が
一
人
あ
た
り
で
は
三
分
の
一
、四
分
の
一
に
な
る
。
わ

れ
わ
れ
は
金
も
な
い
の
で
一
泊
一
〇
〇
ド
ル
以
上
も
す
る

よ
う
な
立
派
な
ホ
テ
ル
に
は
通
常
泊
ま
ら
な
い
。
オ
レ
ゴ

ン
州
内
を
見
て
歩
く
よ
う
な
場
合
、
一
室
七
〇
ド
ル
台
の

ホ
テ
ル
を
選
ぶ
。
そ
れ
で
も
部
屋
の
広
さ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
日
本
の
地
方
都
市
の
中
流
ホ
テ
ル
と
比
べ
る
と
綺

麗
さ
に
お
い
て
も
勝
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
ホ
テ
ル
を

選
ぶ
基
準
は
、
値
段
の
他
に
は
、
朝
食
が
無
料
で
提
供
さ

れ
る
か
ど
う
か
、屋
内
プ
ー
ル
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

夏
場
な
ら
屋
外
プ
ー
ル
で
も
問
題
な
い
。
家
族
三
、四
人

で
一
泊
七
〇
〇
〇
円
程
度
、
朝
食
・
プ
ー
ル
付
き
の
ア
メ

リ
カ
の
ホ
テ
ル
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
日
本
で
は
と
て
も

家
族
で
旅
行
す
る
気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
。
い
っ
そ
の
こ

と
海
外
に
行
こ
う
と
な
る
。

　

日
本
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
値
段
を
高
く
し
て
お
か
ざ
る

を
得
な
い
理
由
は
、
土
地
の
狭
さ
の
他
に
食
事
を
提
供
す

る
設
備
、
つ
ま
り
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
規
制
に
あ
る
。
客
数
の
季
節
変
動
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
厨
房
ス
タ
ッ
フ
、
食
堂
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
相
当
な
コ
ス
ト
高
に
な

る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
が
つ
い
て
い
る
ホ
テ
ル

は
一
般
に
割
高
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
グ
ル
メ
旅
行
を

す
る
つ
も
り
が
、
宿
泊
す
る
と
旅
館
の
お
仕
着
せ
料
理
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
客
に
も
優
し
く
な

い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
多
く
は
ホ
テ
ル
が
い
く
つ
か
並
ん

で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
く
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
飲
食
店
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
付
き
の
高
級
ホ
テ
ル
も
も
ち
ろ
ん
必
要

で
あ
ろ
う
が
、
日
本
で
も
こ
ぎ
れ
い
で
家
族
が
安
く
宿
泊

で
き
、
食
事
は
そ
の
街
の
飲
食
店
を
散
策
で
き
る
よ
う
な

ホ
テ
ル
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
の
価
格
の
差
は
、
観
察
し
て
み
る

と
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
差
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る
と

き
事
情
が
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
も
高
級
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
部
屋
の
設
備
や
仕
様
な
ど
は
普
段
泊

ま
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
と
違
わ
な
か
っ
た
。
違
う
の
は
、
ホ

テ
ル
に
入
っ
た
瞬
間
か
ら
の
人
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。「
荷

物
持
ち
ま
す
」「
お
部
屋
に
案
内
し
ま
す
」「
何
か
必
要
な

こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
連
絡
下
さ
い
」
等
々
丁
寧
に
至
れ
り

尽
く
せ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
貧
乏
暮
ら
し
に
慣
れ
た
身

に
は
、
と
て
も
他
人
様
に
自
分
の
荷
物
を
持
た
せ
る
な
ど

と
い
う
芸
当
は
で
き
な
い
。
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
が
か
え
っ

て
居
心
地
の
悪
さ
を
生
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
に
何
か
尋
ね

た
い
こ
と
や
頼
み
事
が
あ
る
と
し
て
も
、
い
ち
い
ち
英
語

で
対
応
す
る
の
は
面
倒
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
必
要
最
低

限
の
英
語
し
か
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
何
か
と
し

つ
こ
く
話
し
か
け
て
く
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま
た
か

え
っ
て
邪
魔
く
さ
い
。
高
い
金
を
払
っ
て
居
心
地
の
悪
い

思
い
を
す
る
の
は
、
実
に
ば
か
ら
し
い
の
で
、
一
泊
一
部

屋
一
二
〇
ド
ル
以
上
の
ホ
テ
ル
は
よ
ほ
ど
の
事
情
が
な
い

限
り
願
い
下
げ
で
あ
る（
６
）
。
一
部
屋
と
言
っ
て
も
、
家
族

四
人
ま
で
な
ら
通
常
大
丈
夫
で
、
部
屋
を
選
べ
ば
子
ど
も

を
含
め
て
六
人
程
度
ま
で
で
も
一
部
屋
で
済
ま
す
こ
と
も

で
き
る
。

　

考
え
て
み
る
と
、
日
本
の
旅
館
を
好
き
に
な
れ
な
い
の

は
、
や
は
り
こ
う
し
た
人
的
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る

た
め
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
宿
泊
」は
宿
泊
で
し
か
な
い
。

そ
れ
以
外
の
食
事
遊
興
娯
楽
を
し
た
け
れ
ば
、
そ
れ
専
門

の
店
を
使
う
の
が
合
理
的
だ
と
思
う
。
日
本
の
旅
館
シ
ス

テ
ム
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

こ
う
し
た
安
ホ
テ
ル
の
朝
食
は
、
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て
も

若
干
異
な
る
が
、多
く
は
、パ
ン（
各
種
）、ワ
ッ
フ
ル（
ワ
ッ

フ
ル
メ
イ
カ
ー
で
自
分
で
作
る
）、
サ
ラ
ダ
、
各
種
ジ
ュ
ー

ス
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
、
果
物
、
卵
料
理
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
な
ど
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
洋
食
朝
食
よ
り

も
豪
華
に
で
き
る
。
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ホ
テ
ル
を
使
う
場
合
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
税

金
で
あ
る
。
こ
れ
が
各
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
。
ホ
テ
ル

か
ら
営
業
税
を
取
る
の
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
客
も
そ
の

自
治
体
の
水
道
・
下
水
道
・
道
路
な
ど
税
金
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
る
政
府
資
産
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら

そ
の
分
の
負
担
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
考
え
よ
う

に
よ
っ
て
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
そ
の
負
担
が
日
本
各

地
で
水
道
代
や
電
気
代
が
異
な
る
よ
う
に
自
治
体
ご
と
に

違
っ
て
い
て
も
、〈
自
治
〉
と
い
う
側
面
か
ら
は
む
し
ろ

適
切
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
り
げ
な
く
ア
メ
リ
カ
の

〈
自
治
〉
を
体
験
す
る
に
は
、
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
請
求

書
の
税
金
欄
を
見
比
べ
て
み
る
と
よ
い
。

　
食
事
の
ま
ず
さ

　

ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
上
で
最
も
問
題
な
の
は
食
事
で
あ

る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
美
味
し
い
食
事
を
求
め
る
と

い
う
趣
味
は
な
く
、
生
き
る
た
め
に
は
仕
方
な
く
食
べ
る

し
か
な
い
と
い
う
筆
者
か
ら
み
て
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
料
理
の
単
調
な
味
付
け
と
量
の
多
さ
に
は
辟
易
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
思
い
が
け
ず
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出

会
う
こ
と
も
あ
る
。
一
般
に
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、

中
華
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
美
味
し
い
料
理

に
出
会
え
る
。
い
わ
ゆ
る
洋
食
系
は
、
残
念
な
が
ら
う
ま

い
と
思
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
当
た
る
確
率
は
低
い
。
特
に

ア
メ
リ
カ
人
に
ど
こ
の
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
美
味
し
い
か

聞
い
て
か
ら
行
っ
た
ら
だ
め
で
あ
る
。
一
般
に
味
覚
が
違

う
。
ス
テ
ー
キ
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
高
級
そ
う
な
レ

ス
ト
ラ
ン
で
数
十
ド
ル
支
払
っ
て
も
、
そ
の
辺
の
ス
ー

パ
ー
で
ス
テ
ー
キ
用
の
牛
肉
（
ち
ょ
っ
と
高
い
）
を
買
っ

て
き
て
適
当
に
味
付
け
し
て
作
る
も
の
よ
り
美
味
し
く
は

な
い
。
な
ぜ
料
理
し
て
わ
ざ
わ
ざ
ま
ず
く
す
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。
昔
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
人
を

さ
し
て
、「
あ
の
連
中
は
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
一
つ
で
朝
か
ら

晩
ま
で
働
く
」
と
揶
揄
し
た
（
お
そ
ら
く
は
働
き
者
の
ア

メ
リ
カ
人
に
嫉
妬
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
話
を

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
味
覚
に
関
し
て
は
こ
の
指
摘
は

当
た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
公
平
に
言
え
ば
、
食
習
慣
の
違
い
、

何
を
美
味
し
い
と
感
じ
る
か
と
い
う
味
覚
の
違
い
を
言
っ

て
い
る
だ
け
で
、
彼
ら
か
ら
見
れ
ば
日
本
人
の
食
べ
る
も

の
こ
そ
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
は
い
え
、
最
近
は
ア
ジ
ア
系
の
食
材
や
料
理
が
人
気

で
あ
る
。
日
系
人
が
創
設
し
た
日
本
製
品
を
た
く
さ
ん
お

い
て
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
も
ア
ジ
ア
系
以
外
の
買
い
物
客
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
系
の
ス
ー
パ
ー
で
も
ア

ジ
ア
系
以
外
の
買
い
物
客
を
そ
れ
な
り
に
見
か
け
る
。「
寿

司
」
や
「
弁
当
」（
も
うB

ento

は
英
語
）
の
人
気
が
高

い
の
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
単
に
栄
養
を
摂
取
す
れ
ば
そ

れ
で
よ
い
と
い
う
合
理
主
義
か
ら
、
美
味
し
く
な
け
れ
ば

食
事
で
は
な
い
と
い
う
耽
美
主
義
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
系
料
理
は
、
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
市
内
の
公
園
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
所
狭
し
と
並
ん

だ
屋
台
（
ト
ラ
ッ
ク
の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
改
造
し
た
も
の
）

で
も
人
気
で
あ
る
。
お
昼
時
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど
で
こ
れ

ら
の
屋
台
付
近
は
ご
っ
た
返
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
ほ
と
ん
ど
行
か

な
か
っ
た
。
安
上
が
り
で
美
味
し
い
札
幌
・
北
海
道
の
食

堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
慣
れ
た
身
に
は
、
国
内
で
さ
え
美
味

い
と
思
わ
せ
る
食
堂
に
出
会
う
の
は
道
外
で
は
ま
れ
で
あ

り
、
い
わ
ん
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
店

に
行
っ
て
は
み
る
も
の
の
、
ま
ぁ
頭
に
く
る
か
ら
行
か
な

い
こ
と
に
し
た
。
あ
れ
が
日
本
の
料
理
だ
と
思
わ
れ
る
の

で
は
困
っ
た
も
の
だ
と
思
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
。
現
地
の
人
た
ち
の
味
覚
に
合
わ
せ
て
い
る
ほ
か
、
食

材
の
違
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
系
以
外
の
ス
ー
パ
ー
に
あ
る
食
材
に
関

し
て
は
、
野
菜
、
肉
、
果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
種
類
も

豊
富
で
値
段
も
安
く
、
自
分
で
料
理
を
す
る
な
ら
日
本
に

い
る
よ
り
安
上
が
り
で
美
味
し
い
料
理
が
で
き
そ
う
で
あ

る
。
特
に
果
物
ジ
ュ
ー
ス
は
、
ま
ず
ほ
と
ん
ど
濃
縮
還
元

の
日
本
の
ジ
ュ
ー
ス
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
安

く
て
美
味
し
い
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
濃
縮
還
元
し
て
い
な

い
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
そ
の
味
を
知
っ
て
し
ま

う
と
、
日
本
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
は
ま
ず
く
て
飲
め
な

い
。日
本
よ
り
遙
か
に
美
味
し
い
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
洋
食
系
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
そ
こ
の
ス
テ
ー
キ
な

ら
も
う
一
度
食
べ
て
み
た
い
と
思
う
の
は
、
通
算
二
年
間

以
上
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
滞
在
で
、
と
あ
る
田
舎
町
の
一

軒
の
レ
ス
ト
ラ
ン
し
か
な
い（
７
）
。
も
っ
と
も
途
中
か
ら
洋

食
系
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
の
で
、
他
に
も

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

少
々
感
覚
を
鋭
く
す
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る

食
材
の
安
さ
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ち
ょ
っ
と
し
た
立
ち
食

い
や
屋
台
の
食
事
の
値
段
の
高
さ
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
の
本
当
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は

定
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
一
定
の
推
測
は
で
き
る
。
人

件
費
の
高
さ
で
あ
る
。
最
低
賃
金
が
き
っ
ち
り
と
決
ま
っ

て
い
て
、
経
営
者
側
は
そ
れ
に
違
反
し
よ
う
も
の
な
ら

き
っ
ち
り
と
代
償
を
払
わ
さ
れ
る
。
単
に
未
払
い
分
プ
ラ

ス
利
息
を
清
算
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
懲

罰
的
損
害
賠
償
の
求
め
ら
れ
る
国
で
あ
る
。
労
働
組
合

（union

）
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
経
営
者
は
、
へ
た
を
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す
る
と
刑
事
事
件
と
し
て
処
理
さ
れ
、
刑
務
所
行
き
も
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
ん
な
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

人
件
費
の
高
さ
は
価
格
に
転
嫁
す
る
の
が
も
っ
と
も
合
理

的
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る（
８
）
。

　

し
か
し
、
一
回
に
提
供
さ
れ
る
料
理
の
量
は
、
ど
う
考

え
て
も
多
す
ぎ
る
。
た
く
さ
ん
の
食
事
を
一
気
に
食
べ
ら

れ
る
人
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
値
段

は
決
し
て
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
筆
者
は
、

量
は
半
分
で
い
い
か
ら
値
段
は
あ
と
二
割
程
度
下
げ
て
く

れ
た
ら
安
心
で
き
る
と
思
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
カ
ナ
ダ
か
ら
大
挙
す
る
中
国
系

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
か
ら
南
に
車
で
三
〇
分
ほ
ど
の
ウ
ッ

ド
バ
ー
ン
市
に
は
、
比
較
的
大
き
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
が
あ
り
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
周
辺
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が

安
い
ブ
ラ
ン
ド
品
を
求
め
て
集
ま
っ
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ

も
衣
料
品
の
多
く
は
こ
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
調
達

し
た
。

　

こ
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
現
象
が
あ
り
、
最
初
は
大
き
な
疑

問
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
コ
ー
チ
や
ナ
イ
キ
な
ど
有
名
ブ
ラ

ン
ド
メ
ー
カ
ー
の
店
に
中
国
人
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
が
異

常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
国
語
で
話
し
て

い
る
し
、わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ら
の
店
に
入
ろ
う
も
の
な
ら
、

店
員
が
中
国
語
で
話
し
か
け
て
く
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ

た
。
コ
ー
チ
の
店
で
は
、
一
人
が
た
く
さ
ん
の
、
そ
れ
ほ

ど
安
く
も
な
い
バ
ッ
グ
を
手
に
持
っ
て
レ
ジ
に
並
び
、
レ

ジ
は
い
つ
も
大
混
雑
で
あ
る
。
中
国
の
景
気
恢
復
が
著
し

く
、
昔
日
本
人
が
し
て
い
た
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
あ
さ
り
を

し
て
い
る
の
か
と
最
初
は
思
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
年
末
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

中
国
語
を
話
す
人
び
と
は
な
ん
と
カ
ナ
ダ
か
ら
バ
ス
を
連

ね
て
団
体
で
買
い
物
に
来
て
い
る
中
国
系
カ
ナ
ダ
人
た
ち

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る（
９
）
。
カ
ナ
ダ
は
消
費
税
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
同
じ
も
の
を
買
お
う
と
す
る
と
売
値
が
高

い
ほ
か
に
税
金
も
か
か
る
の
で
、
ウ
ッ
ド
バ
ー
ン
で
買
う

と
カ
ナ
ダ
の
六
割
程
度
の
値
段
で
買
え
る
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

そ
の
た
め
、
オ
レ
ゴ
ン
州
へ
の
買
い
物
ツ
ア
ー
が
旅
行

会
社
に
よ
っ
て
組
ま
れ
、
ウ
ッ
ド
バ
ー
ン
の
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
の
ほ
か
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
周
辺
の
若
干
の
観
光
地
を
巡

る
二
泊
三
日
程
度
の
ツ
ア
ー
が
中
国
系
カ
ナ
ダ
人
に
大
人

気
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
観
光
は
付
け
足
し

で
、多
く
の
時
間
は
買
い
物
に
費
や
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

カ
ナ
ダ
の
隣
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
通
り
越
し
て
、
オ
レ

ゴ
ン
州
に
く
る
の
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
に
は
州
に
も
市
に
も

消
費
税
（
付
加
価
値
税
）
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
値
札
通

り
の
買
い
物
が
で
き
る
の
は
わ
か
り
や
す
く
て
良
い
。
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
全
国
的
に
同
じ
値
段
で
売
ら
れ
て
い
て

ウッドバーン・アウトレットモール

車を感知し信号を操作するアンテナが埋め込まれた道路
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も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
そ
の

価
格
に
税
金
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州

で
は
そ
れ
が
な
い
の
で
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

が
全
米
で
一
番
安
く
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

消
費
税
が
な
い
の
に
ど
う
や
っ
て
州
政
府
や
市
政
府
の

財
源
を
調
達
し
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
う
向
き
も
あ
ろ

う
。
オ
レ
ゴ
ン
州
は
ロ
タ
リ
ー
、
い
わ
ゆ
る
「
宝
く
じ
」

を
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
収
益
が
税
外
収
入
と
し
て
、
教

育
、
経
済
開
発
、
公
園
・
自
然
環
境
保
全
に
配
分
さ
れ
て

い
る
（
（1
（

。
こ
の
ロ
タ
リ
ー
は
不
況
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け

な
い
よ
う
で
、
も
ち
ろ
ん
州
財
政
は
不
況
で
厳
し
い
の
で

あ
る
が
、
こ
の
ロ
タ
リ
ー
収
入
が
あ
る
分
し
の
げ
て
い
る

と
言
え
る
。

　
銀
行
自
動
預
払
機
の
使
い
方

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
違
い
は
、「
信
用
」
に
見
ら
れ

る
と
言
っ
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
信
用
社

会
で
あ
る
。
普
段
の
買
い
物
に
し
て
も
現
金
が
使
わ
れ
る

こ
と
は
少
な
く
、か
つ
て
は「
パ
ー
ソ
ナ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」（
個

人
小
切
手
）
に
よ
る
支
払
い
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
れ

が
現
在
は
一
応
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
に
置
か
れ
て
い
る
現
金
自
動
預

払
機
を
使
っ
て
日
本
に
も
進
出
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
系
の

銀
行
口
座
か
ら
現
金
を
簡
単
に
引
き
出
せ
る
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
使
え
る
の
で
、
現
地
で
銀
行
口
座
を
作

る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
家
賃
の

支
払
い
一
つ
だ
け
は
ど
う
し
て
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
使
わ
ざ
る
を
得
ず
、
仕
方
な
く
銀
行
口
座
を
作
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
四
年
に
来
た
頃
は
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ま
だ

な
く
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
主
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ソ

ナ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
作
成
で
筆
者
が
も
っ
と
も
苦
労
し
た
の

は
、
支
払
い
の
際
に
数
字
と
と
も
に
書
き
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
金
額
の
文
字
で
あ
っ
た
。
中
学
生
レ
ベ
ル
の
英

語
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
さ
て
九
八
ド
ル
は
ど
ん
な
綴
り

だ
っ
た
か
と
思
案
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
、
あ
と
か
ら
間

違
っ
て
た
と
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

銀
行
口
座
を
作
っ
た
ら
家
賃
支
払
い
の
た
め
に
一
定
の

現
金
を
預
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
窓
口
で
手
続
き
す
る

方
法
も
あ
る
が
、
ド
ラ
イ
ヴ
ス
ル
ー
な
ど
で
自
動
預
払
機

を
使
う
と
き
に
は
若
干
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
現
金
引

き
出
し
は
問
題
な
い
が
、
預
け
入
れ
が
日
本
と
は
か
な
り

異
な
る
方
法
に
な
る
。

　

日
本
と
異
な
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
バ
ン
カ
ー

ズ
チ
ェ
ッ
ク
（
銀
行
が
支
払
い
を
確
約
し
た
小
切
手
）
な

ど
を
自
動
預
払
機
で
処
理
で
き
る
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
現

金
を
預
け
入
れ
る
場
合
も
、
カ
ー
ド
を
入
れ
て
暗
証
番
号

を
打
ち
込
み
、
預
け
入
れ
る
金
額
を
ボ
タ
ン
で
打
ち
込
ん

だ
あ
と
、
自
動
預
払
機
に
備
え
付
け
の
封
筒
に
現
金
を
入

れ
、
封
入
金
額
と
自
分
の
名
前
を
書
い
て
所
定
の
ス
ロ
ッ

ト
に
差
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
こ

の
時
封
入
さ
れ
た
現
金
を
機
械
が
数
え
上
げ
る
こ
と
は
な

い
。
機
械
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
封
筒
に
書
き
込
ま
れ
た
り

し
た
封
入
金
額
と
銀
行
側
が
受
け
付
け
る
際
の
金
額
が
ず

れ
て
い
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
だ
っ
た
。

　

機
械
に
吸
い
込
ま
れ
た
封
筒
は
、
一
定
時
刻
に
銀
行
員

が
わ
ざ
わ
ざ
機
械
を
開
け
て
回
収
し
、
金
額
を
照
合
し
て

正
式
な
入
金
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
動
預
払
機
に
預

け
た
あ
と
し
ば
ら
く
は
預
け
た
金
額
を
引
き
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。日
本
の
現
金
自
動
預
払
機
に
慣
れ
た
身
に
は
、

な
ん
と
も
中
途
半
端
な
仕
組
み
に
感
じ
る
。お
そ
ら
く
は
、

日
本
の
よ
う
に
現
金
だ
け
で
な
く
、
取
り
立
て
の
必
要
な

小
切
手
類
も
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
き

て
い
る
仕
組
み
で
あ
ろ
う
。

　
健
康
診
断
で
ボ
ー
ナ
ス

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
労
働
組
合
（union

）
が
強
い
力
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
。
稼
働
時
間
の
厳
守
な
ど
の
雇
用
者
保
護
や

労
働
条
件
の
改
善
に
労
働
組
合
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
公
務
員
の
場
合
も
組
合
の
力
は
大
き
い
。
筆
者

は
、
ア
メ
リ
カ
の
新
自
由
主
義
的
側
面
ば
か
り
が
紹
介
さ

れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
の
強
さ
が
ほ
と
ん
ど
紹
介

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
の
は
不
公
平
に
思
う
し
、

日
本
も
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
並
み
に
労
働
組
合
を
強
く

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
以
下
で
は
、
見
よ
う
に
よ
っ

て
は
組
合
の
強
さ
の
マ
イ
ナ
ス
面
の
よ
う
に
も
受
け
取
ら

れ
か
ね
な
い
が
、
組
合
の
強
さ
と
も
言
え
る
一
例
を
紹
介

す
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
警
察
官
は
、
健
康
診
断
を
受
け
る
と

一
％
の
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組
合

と
の
合
意
で
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、血
圧
、体
重
身
長
比（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
）
な
ど
、
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
問
題
が

な
け
れ
ば
一
％
（
年
収
平
均
七
三
九
ド
ル
）
の
ボ
ー
ナ
ス

を
受
け
ら
れ
る
。
警
察
官
の
健
康
管
理
を
促
す
た
め
と
さ

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
変
化
し
な
い

こ
と
と
、
日
常
業
務
を
遂
行
す
る
体
力
が
あ
る
か
ど
う
か

と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

　

組
合
と
合
意
し
よ
う
と
し
た
も
と
も
と
の
内
容
は
、
き

ち
ん
と
し
た
体
力
試
験
を
行
っ
て
、
高
水
準
の
身
体
能
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力
、
す
な
わ
ち
、
警
察
業
務
遂
行
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
し
か
し
、
市
の
人
事
管
理
者
に
よ
る
と
、
き
ち
ん

と
し
た
体
力
試
験
を
す
る
財
源
が
な
い
の
で
、
と
り
あ
え

ず
血
液
検
査
な
ど
の
結
果
で
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
こ
と

に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
然
『
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
』
紙

は
、
結
局
九
一
％
も
の
警
察
官
に
支
給
さ
れ
る
一
％
ボ
ー

ナ
ス
は
、
警
察
官
の
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
促
す
奨
励

給
で
は
な
く
、
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

こ
う
し
た
報
道
を
受
け
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
議
会
議

員
の
ダ
ン
・
サ
ル
ツ
マ
ン
（D

an Saltzm
an

）
は
、
実
質

的
な
体
力
健
康
診
断
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
市
警
察
官
へ
の
健
康
奨
励
給
の
支
給
を
無
効
に
す

る
と
い
う
決
議
案
を
市
議
会
に
提
出
し
た
（
（1
（

。
し
か
し
、

二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
の
市
議
会
で
は
可
決
さ
れ
な

か
っ
た
。
サ
ル
ツ
マ
ン
議
員
は
、
市
の
人
事
局
長
に
だ
ま

さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
組
合
と
の
合
意
は
、
完
全
に
人
事
局

長
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
だ
と
い
う
の
が
、
同
じ
く
市
議

会
議
員
の
ニ
ッ
ク
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（N

ick Fish

）
の
見
解

で
あ
る
。
ま
た
、
市
法
務
局
（city attorney's office

）

も
市
議
会
が
組
合
と
の
労
働
協
定
の
一
部
を
一
方
的
に
無

効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
し
て
い

る
。警
察
組
合（Portland Police A

ssociation

）の
代
表
は
、

次
の
契
約
で
体
力
試
験
導
入
交
渉
に
反
対
し
な
い
と
し
、

「
わ
れ
わ
れ
は
き
ち
ん
と
し
た
体
力
試
験
を
拒
否
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

奨
励
給
支
給
を
組
合
と
合
意
し
て
は
み
た
も
の
の
、
い

ざ
そ
れ
を
執
行
し
よ
う
と
し
た
ら
財
源
が
な
い
、
あ
る
い

は
、
厳
格
な
体
力
試
験
を
し
て
奨
励
給
を
支
給
す
る
よ
り

も
、
ほ
ぼ
全
員
に
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
方
が
安
上
が
り

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
と

想
像
さ
れ
る
。
市
当
局
の
見
込
み
違
い
こ
そ
非
難
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
場
合
で
も
、
感

情
よ
り
も
勘
定
を
優
先
す
る
合
理
主
義
を
貫
徹
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
と
愚
考
す
る
。
筆
者
に
は
、
こ
う
し
た
合
理
主
義

は
、
む
し
ろ
わ
か
り
や
す
く
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
日

本
の
事
業
評
価
は
、
こ
こ
ま
で
合
理
主
義
に
徹
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
知
事
の
死
刑
執
行
停
止

　

今
回
の
滞
在
中
の
も
う
一
つ
の
興
味
深
い
ニ
ュ
ー
ス

は
、
死
刑
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
月
間
報
告
の
テ
ー

マ
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
簡
単

に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

す
で
に
日
本
で
も
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年

一
一
月
下
旬
、
オ
レ
ゴ
ン
州
知
事
三
期
目
の
キ
ッ
ツ
ハ
ー

バ
ー
は
、
一
二
月
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
死
刑
執
行
を

中
止
す
る
と
宣
言
し
た
（
（1
（

。
そ
の
際
、
自
分
の
任
期
中
は

死
刑
執
行
し
な
い
こ
と
も
明
言
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
は
、

一
九
八
四
年
に
死
刑
制
度
が
復
活
し
て
か
ら
、
一
九
九
六

年
、
九
七
年
と
立
て
続
け
に
二
人
に
死
刑
執
行
が
な
さ
れ

て
い
る
。そ
の
時
の
知
事
は
、ま
さ
に
現
在
州
知
事
の
キ
ッ

ツ
ハ
ー
バ
ー
だ
っ
た
（
（1
（

。
今
回
は
、
死
刑
制
度
復
活
後
三

例
目
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
キ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
知
事
は
、

こ
の
五
〇
年
間
で
オ
レ
ゴ
ン
州
知
事
と
し
て
死
刑
執
行
命

令
書
に
署
名
し
た
唯
一
の
知
事
で
あ
り
、
死
刑
執
行
命
令

書
に
署
名
し
生
存
し
て
い
る
唯
一
の
オ
レ
ゴ
ン
州
知
事
経

験
者
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
自
分
自
身
人
び
と
の
命
を
救
う
こ
と
を

宣
誓
し
た
医
師
で
も
あ
る
州
知
事
は
、
任
期
中
執
行
命
令

書
に
署
名
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
知
事
の

言
い
分
は
、
前
回
の
二
人
は
、
知
事
就
任
一
期
目
で
、
し

ぶ
し
ぶ
執
行
書
に
署
名
し
た
も
の
の
、
今
回
は
自
身
の
良

心
に
従
っ
て
執
行
命
令
書
に
署
名
し
な
い
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
知
事
は
、
医
師
と
し
て
の
使
命
と
の

矛
盾
の
ほ
か
、も
と
も
と
死
刑
反
対
論
者
な
の
に
加
え
て
、

オ
レ
ゴ
ン
州
の
死
刑
制
度
に
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
（
（1
（

。
オ
レ
ゴ
ン
州
で
は
、
死
刑
囚
が
異
議
申
し
立
て

を
続
け
れ
ば
死
刑
執
行
が
延
長
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
本
人
が
死
刑
執
行
を
望
ま
な
け
れ
ば
死
刑

執
行
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、

死
刑
囚
が
自
分
か
ら
望
ん
だ
場
合
の
み
死
刑
執
行
が
行
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
知
事
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
死

刑
（
死
刑
囚
が“volunteer”

す
る
と
死
刑
に
な
る
）
と

表
現
し
、
法
制
度
の
欠
陥
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
死
刑
制
度
は
州
の
財
政
負
担
も
大
き
い
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

最
近
、ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
や
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
、

イ
リ
ノ
イ
州
が
相
次
い
で
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
こ
と
も

知
事
の
判
断
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
オ
レ
ゴ

ニ
ア
ン
紙
の
社
説
は
、
も
と
も
と
死
刑
反
対
で
死
刑
執
行

を
任
期
中
に
行
わ
な
い
と
い
う
な
ら
、
二
〇
一
〇
年
の
知

事
選
挙
で
死
刑
廃
止
を
公
約
す
べ
き
だ
っ
た
と
し
、
死
刑

執
行
停
止
が
本
当
に
オ
レ
ゴ
ン
州
民
の
多
数
の
声
を
反
映

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
事
は
示
す
べ
き
だ
と
非
難
し
て

い
る
（
（1
（

。

　

日
本
と
の
違
い
は
、
知
事
の
判
断
よ
り
も
行
政
官
で
も

あ
る
検
察
官
が
こ
う
し
た
知
事
の
決
断
に
対
し
て
公
然
と

異
議
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
知
事
の
死
刑
執
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行
停
止
表
明
に
対
し
、
一
二
月
四
日
付
け
の
『
オ
レ
ゴ
ニ

ア
ン
』
紙
に
二
人
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
検
察
官
（
カ
ウ
ン
テ
ィ

内
の
刑
事
事
件
を
管
轄
す
る
検
察
官
）
が
連
名
で
、
知
事

は
州
法
を
守
る
と
宣
誓
し
た
か
ら
に
は
、
死
刑
執
行
調
書

に
署
名
す
べ
き
だ
と
い
う
投
書
を
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

し
か
し
、「
知
事
が
執
行
調
書
に
署
名
し
な
け
れ
ば
死

刑
執
行
は
で
き
な
い
」
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
形

式
的
に
は
知
事
が
死
刑
執
行
を
止
め
ら
れ
る
と
い
う
制
度

（
法
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
州
法
を
守
っ
て
い

な
い
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
彼

ら
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
判
決
が
確
定
す
れ
ば
自
動
的

に
死
刑
執
行
が
で
き
る
よ
う
に
州
法
が
な
っ
て
い
な
い
こ

と
だ
と
い
う
の
な
ら
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
行
政
官
が

州
法
の
欠
陥
を
問
題
に
す
る
の
は
民
主
主
義
の
原
則
に
反

す
る
の
で
、
州
知
事
の
遵
法
精
神
を
問
題
に
す
る
方
向
か

ら
攻
め
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、

「
本
当
に
州
民
は
死
刑
廃
止
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
と
い

う
『
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
』
紙
の
社
説
の
論
法
の
方
が
知
事
へ

の
批
判
と
し
て
は
、正
鵠
を
射
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

知
事
の
判
断
を
き
っ
か
け
と
し
て
オ
レ
ゴ
ン
州
で
も
死
刑

制
度
に
つ
い
て
州
議
会
、
州
民
投
票
で
議
論
が
続
い
て
い

く
か
も
し
れ
な
い
。
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